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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 本日より、救急当番日です。10／17まで。

· 10／19より、職員の健康診断が実施されます。病棟スタッフは病棟内で行ないます。対象者は、夜勤をしている職員です。

· 10／20、法人研修があります。勤務表もできている為、ウィズへ出欠の入力してください

· 新人・中途入職スタッフ対象の小坂Dr勉強会が予定しています。ウィズで確認してください。

· 各病棟のスタッフで、外来研修対象者がいます。外来担当日は、午後外来にて研修受けてください。ウィズの当番表でスタッフは確認してください。

· 三上先生が10月17日（月）～20日（水）まで不在となっています。患者様の発熱など内科的診察が必要な場合は、主治医へ情報提供し、指示を受けてください。

· 昨日、西病棟から疥癬と診断された方が東Ａユニットへ転棟されています。疥癬の対応マニュアルを確認し、ケアへ取り組んでください。

＜要観察患者様について＞

· 宮本　建蔵様～昨日、境皮膚科受診し、疥癬の診断（指間より、卵を確認）となり、Ａユニット個室で対応しています。主治医処方のオイラックスは継続して処置はしていいと、皮膚科からの情報あり。10／17、家族同伴で、再度受診の予定です。
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ケアの確認

· 予防衣、手袋をして、入室する。

· 毎日の六一〇ハップ浴、衣類は10分間熱湯につけてから、洗濯にだす。

· オイラックスは全身に塗布する。

· 入浴時に、退出した、時間を利用して、室内の環境整備、寝具へダニアースを噴霧する。

（ドアノブなど、手に触れるものは、特に注意）

· 予防衣は、準夜帯で、ダニアースを噴霧し、発注伝票を記入して、庶務室前のダンボールへ出す。

· 週末バルサンの実施。

スタッフの対応確認

· 洗濯物の処理を家族へ確認。（病棟には洗濯機がない。業者にするか、家族にするか）

また、業者になった場合、衣類に名前があるか。

· 月曜日の他科受診の際、家族へ面会を控えていただくように説明。（疥癬についての症状や感染について）

· ケアについスタッフはケアの前後は十分に手洗いを実施する。

· 制服はこまめに洗濯し、スタッフが媒介にならないようにする。

· 鳴瀬　裕之様～ここ数日、睡眠に変化がでてきた。（今までは、消灯前には休み、5時すぎに

起床するパターン）深夜１:30～3：00に覚醒し、その後は不眠で経過している。独語は以前からみられるが、日課への支障はなかったが、作業療法を途中退席したり、入浴を拒否したり、介入に不機嫌となる場面も目立ち始めた。本人の介入は、幻聴に左右された大声や、独語がみられない場面で介入していく。本人は拒否することもあるが、根気よく対応していく必要がある。
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主治医へカンファレンスで情報提供していく。













